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GビズIDの概要について

ＧビズID(gBizID)は、複数の行政サービスを１つのアカウントにより、利用することのできる認証システム。デジタル庁が運営する。

事業者向けのアカウントは「エントリー」 「プライム」に大別され、「エントリー」は審査なしで即時に発行されるが利用可能な行政手続が少ない一方、「プライム」

は印鑑(登録)証明書の提出、審査を経て発行され、多くの行政手続で利用できるほか、支店や営業所での利用を想定した「メンバー(子ID)」の発行が可能。

石綿事前調査結果報告システムは「エントリー」「プライム」「メンバー」のすべてのIDで利用可能。

GビズIDプライム

GビズIDメンバー

GビズIDエントリー

取得上限

原則１アカウント

/１社

制限なし

制限なし

必要書類

印鑑証明書が

必要

なし

なし

一括申請機能

利用可

利用不可

グループ管理機能

利用可

利用不可

取得上限 必要書類 一括申請機能 グループ管理機能

石綿事前調査結果報告システムの機能

GビズIDとは

アカウントの違いについて
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GビズIDの取得手順について

プライム・
メンバー

エントリー

1
法人番号等の必要事項を

入力し、申請書を作成・印

刷する。端末のほかプリン

ター、メールアドレス、SMS

が受信できる端末が必要

GビズIDウェブサイトで

申請書を作成する

約30-60分(メンバー1名あたり)

利
用
開
始

約1-3週間

登録手順

2
申請には法務局または市

区町村で取得した印鑑

(登録)証明書の添付が必

要。証明書と押印した申

請書を送付する

印鑑(登録)証明書と

申請書を送付する 3
運用センターでの審査を経

てアカウントが発行。完了

メールを受領後、SMSによ

るワンタイムパスワード認証

を行い利用可能となる

Gビズプライムアカウントが

発行される 4
メンバーアカウントの発行を

行い、石綿事前調査結果

報告システムで発行したア

カウントに所属部署などの

属性設定を1名ずつ実施

メンバーアカウントの作成

と属性設定を行う

石
綿

1
gBizアカウントで使用した

いメールアドレスを登録する。

エントリーアカウントでは申

込書の印刷は不要

GビズIDウェブサイトで

メールアドレスを登録する 2
登録フォームのURLがメー

ルで通知される。法人番号

などを入力して登録する

登録内容の入力 3
エントリーアカウントは審査

なしで即時にアカウントが発

行され、その時点から石綿

事前調査結果報告システ

ムが利用可能

Gビズエントリーアカウント

が発行される

約30-60分

利
用
開
始

GビズIDウェブサイト

https://gbiz-id.go.jp/
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GビズIDの構成案について

プライム・メンバー利用案① プライム・メンバー利用② エントリー利用案

構
成

本社 P

M

m m m

M

m m m

M

m m m

支社A 支店B 営業所C

本社 P

M

m

M

m

M

m

支社A 支店B 営業所C

E

支社A 支店B 営業所C

E

E
×

×
×

E

E

E
×

×
×

E

E

E
×

×
×

本社 P

× × ×

関連する従業員すべてに
GビズIDメンバーアカウントを発行する

システムを利用する従業員を限定し、G
ビズIDメンバーアカウントを発行する

拠点・従業員ごとにGビズIDエントリー
アカウントを発行する

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

• 一括申請機能を利用可能
• すべての従業員が石綿事前調査結果報告システ
ムを利用可能

• 支社・支店・営業所などの単位で申請データを共
有することが可能

• プライムアカウントは社内全体の申請データを参照
可能

• アカウントの作成・設定はプライムアカウントで実施
する必要があるため、時間がかかる

• プライムアカウントの保有部署との調整が必要
• メンバーアカウントの作成時には、アカウントごとに
個別のメールアドレスとSMS受信可能な携帯電
話が必要

• 一括申請機能を利用可能
• 拠点ごとに発行するメンバーアカウント数を限定す
るため、①案と比較してアカウントの作成・設定時
間が削減可能

• メールアドレス・携帯電話の必要台数も①案と比
べて少なくなる

• アカウントを発行しない従業員はシステムを利用で
きないため、アカウントを持っている従業員に操作を
依頼、もしくは代行申請してもらうために申請内容
の共有が必要

• プライムアカウントによるアカウントの作成・設定作
業が不要

• アカウントの発行数に上限なし
• 将来的に本社で申請データを管理する必要が生
じた場合は、エントリーアカウントをメンバーアカウン
トに切り替えることが可能(管理可能となるのは、ア
カウント切り替え後の申請データのみ)

• 一括申請機能は利用不可
• 申請データはIDごとに管理されるため、共有は拠
点内であっても不可

凡例

P M m E

GビズIDプライム GビズIDメンバ－

(管理者) (利用者)

枠線内:申請データの共有範囲

GビズIDエントリー
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システム利用開始に向けたユーザーアカウント準備の流れ
（Gビズプライム・メンバーアカウントでの利用の場合）

プライムID作成

メンバーID作成準備

メンバーの利用システム登録

石綿システムのIDに関する属性
設定(メンバー)

メンバーIDの有効化 メンバーIDの有効化

石綿システムの利用開始

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

石
綿
シ
ス
テ
ム

プライムアカウント
メンバーアカウント

管理者 メンバー

GビズIDからメール メールリンク先のアクセス
（期限2日）

12月6日(予定)
以降

工程
シス
テム

1月下旬
以降

準
備
期
間

ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
期
間

Ｉ
Ｄ

準
備
済
み

属性情報の登録
（管理者のみ）

GビズIDシステム上でのシステム設定
（石綿システムでの利用登録）

プライムID管理者から、メンバーIDの保有
者に対してgBizIDシステムからメールが届く
のでリンク先アクセスする必要がある旨を共
有してもらう必要がある

石綿システムへログイン 石綿システムへログイン

システム上でID情報を格納されなければ
属性を持たせることができないため、一度
ログインする必要がある

支店等の管理者
の登録

有効化が完了すると
GビズIDからメール


